
創立35年を迎える博報堂生活総合研究所、 

生活者発想で未来を誘発するシンクタンクへモデルチェンジ 

2016.01.29 

第一弾の発表会『みらい博』を開催 
｢生活空間｣と｢人間関係｣の変化に着目した 

2025年の｢街の未来シナリオ｣を発表 
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生活総研が呈示する【街の未来の4つのシナリオ】 

問い合わせ先: 

 

株式会社博報堂  博報堂生活総合研究所（酒井・夏山） 

株式会社博報堂  広報室（西尾・竹本）    

TEL.03-6441-6450 

TEL.03-6441-6161 
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■生活を支えてきた基盤が崩壊し、日常生活難民が街にあふれだす 

■この危機を乗り切ろうと、生活者が生き方･暮らし方を変えはじめる 

｢生活空間｣ 

参考：『みらい博 あしたのまちの100の風景』発表概要 

■｢生活空間｣｢人間関係｣の変化から、4つの街の未来が生まれる 

(※1)(※2)総務省「国勢調査」、国立社会保障・人口問題研究所「日本の将来推計人口」  (※3)国土交通省国土計画局「国土の長期展望 中間とりまとめ」 
(※4)労働政策研究・研修機構「雇用ポートフォリオの動向と非正規雇用化に関する暫定レポート」 

“家の外で共有する” 

“家の中に集約する” 

｢人間関係｣ 

“他の人と助けあう” 

“自分で何とかする” 

街の未来が変わる背景 
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■街の未来の4つのシナリオ 

お風呂やキッチンなど家にあった機能は家の外で共有 
人びとは｢助けあい｣を通じてつながる     

誰もが助けあえる 

鍵のないまち 

書籍のご紹介 

『みらい博 あしたのまちの100の風景』 

あらゆる機能がサービスとして街なかに点在 
人びとは常に移動しながら自由に各所を使いこなす 

何事にも縛られない 

住所のないまち 

生活に必要なあらゆる機能が家の中に集約 
家にいながら世界中の人とつながる 

誰とでもつながれる 

壁のないまち 
生活のほとんどは家の中で完結 
お互いに干渉せず、自分にぴったりで暮らす 

好きなようにこだわれる 

窓のないまち 

 

街の未来の 

4つのシナリオ 

街の未来に現れる風景 


